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主 催 ： 一般財団法人 大阪建築防災センター 

 



ごあいさつ 
 
 大阪建築防災センターでは、平成２５年度下期の建築物防災週間での関連事

業として、去る３月３日に防災講演会を開催しました。 
 この講演会は、毎年度９月と３月の２回、防災意識の向上と建築物の防災対

策を促進するために、当財団の公益目的事業として長年に渡り実施しておりま

す。この間、地震、火災、風水害など建築物を取り巻く様々な災害を取り上げ、

多くの専門家の皆様から貴重なご講演をいただきました。 
 今回は、来るべき南海トラフ巨大地震での防災について考えることにしまし

た。東日本大震災から３年を迎えましたが、南海トラフ巨大地震が起こった時

の被害状況は相当甚大なものであると国や自治体が想定しています。この巨大

地震のことを学び減災のために我々市民が取り組めることを教えていただきた

いと思いました。 
そこで、建築耐震工学や地域防災に関わり全国的に活躍されている名古屋大

学減災連携センター長の福和伸夫様から、「過去に学び現代を点検し巨大地震に

備える」をテーマにご講演をいただきました。 
貴重なご講演の内容をより多くの方々にお伝えしようと、このような冊子に

まとめましたので、皆様方の今後の地震防災への取り組みの参考にしていただ

ければ幸いです。 
当財団としましては、今後とも建築や市街地の防災対策に貢献できるように

一層の尽力を傾けてまいりますので、引き続き皆様のご指導、ご協力をよろし

くお願いいたします。 
  
  平成２６年５月 
                一般財団法人 大阪建築防災センター 
                   理事長   結城恭昌 
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平成２５年度下期建築物防災週間関連行事 

建築物防災講演会 

 

テーマ ： 「過去に学び現代を点検し巨大地震に備える」 

講 師 ： 名古屋大学減災連携研究センター長 福和 伸夫氏 

日時：平成 26 年 3月 3 日(月)午後 1時 40 分～3 時 30 分 

 
 

皆さん、こんにちは。今日は大阪の方々を

いじめて帰りたいと思っています。皆さん

がこのことを受けて耐震対策を一寸やっ

てみようという気になっていただくこと

を目標にしています。 
―画像１― 
 最近はこのような絵で私たちのまちの

様子を見ていただいています。今では当た

り前のまちですが、６０～７０年前には想

像もできなかった光景であります。 
 前回の南海地震は、１９４６年１２月 
２１日に起きました。その当時は大阪のま

ちもこのような場所をあまり開発してい

なかったはずです。埋め立て地の危険度は

高いです。埋め立て地は地盤が軟らかいの

で揺れも強いし液状化もします。水害危険

度も高い場所です。しかし、そのような場

所に、住むうえで不可欠な電気や油をつく

る施設を造ってしまいました。 
 １９４６年当時は、電気のほとんどは水

力発電所でつくっていました。たくさんの

水力発電所を造っていたので一つや二つ

壊れても問題ありませんでした。また、水

力発電所がある場所は岩盤の上で揺れま

せん。 
この当時はあまり電気を使っていなか

ったので電気がなくて困る人は少なかっ

たと思いますが、そのうちに大量に電気を

作り、電気代を安くすることが求められ埋

め立て地に発電所を造ってしまいました。

エネルギーについて国民の目線が安全よ

りも安くすることを大事にしたら、発電所

を本当に安全に造ることはできません。私

はゼネコンで１０年間ほど発電所の耐震

研究に従事していましたが、原子力発電施

設と火力発電施設の耐震安全性の実力は

１０倍ぐらい違います。原子力だけ安全に

しろと言って、火力を安全にしろと言わな

い日本国民はとても変だと思います。原子

力はある揺れを超えたら止めるような仕

組みにしています。その時には火力発電所

が私たちの命をつなぐ全てなわけなのに、

火力発電所をちゃんと安全に造ろうとい

う声がなかなか上がってきません。東北の

被災地の火力発電施設は随分ひどく傷ん

でおり、回復には２年ぐらいかかりました。 
 電気が供給されない時は燃料を使った

自家発電に変えます。ですが、燃料がない

と動きません。東日本大震災では製油所の

ほとんどがひどくやられました。南海トラ

フ巨大地震では製油所の半分ぐらいやら

れるかもしれません。電気や燃料に頼りす

ぎた生活をしていると、地震で生き延びて

も、その後の具合が悪いかもしれないとい

う想像ができます。 
 堤防ですが、耐震設計したとは言ってい

ません。堤防は水から守るために造ってい

たもので、地震の揺れに対して安全なよう
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に作っているわけではありません。ですか

ら、堤防の周りで住まないことはかつては

当たり前でした。昔から堤防に守られてい

る場所は多くの場合、農地にしていました。

このような場所は液状化もします。水道管

やガス管は破断しやすいうえに、車は走り

にくく密集地であれば誰が消火するのか

など心配な面が多く、こういった場所に住

宅地にするのを避けるというのも一つの

考え方です。このような場所の将来につい

て地域のみんなで議論をしておいてもい

いような気がします。 
 私たちは、名古屋でこのような議論を住

民、産業界や行政の方々と一緒に始めつつ

あります。こういう場所はどのように使っ

たらいいのか、こういう場所の住まい方は

どうすればいいのか、ということを住民の

方々が中心で議論をしていると色々な意

見が出てきます。 
 例えば、集合住宅は杭でしっかり支えら

れているから液状化しても大丈夫だとか、

多少水が来たって大丈夫だから集合住宅

が集まったまちにしたほうがいいかもし

れないとかの議論が出てきます。高さの低

い建物と高い建物がありますが、人が多数

集まると高い建物を造るしかありません。

しかし、高い建物の耐震性について建築基

準法ぎりぎりで造っていると、想定より強

い揺れが来たら高い建物の多いまちは大

変なことになるわけです。また、水辺だっ

たら水に襲われる可能性は高くて、このよ

うな危険な場所にまちが広がっていくと

いろんなものが失われ、生活を継続するこ

とが困難になる可能性が高くなります。 
 昔の人々は意外と集落を安全な場所に

限定的に造ってきました。今は、昔に比べ

て今は危険な場所に住んでいることが多

くて、地震に遭った時に被害は全然違いま

す。しかし、建築基準法そのものは７０年

間変わってないわけで、私たちが造る建物

も高さや立地する場所などによって強く

していった方がいいような感じがします。 
―画像２― 
 そんなことを思いながら、ここの建物は

安全なのか気になり定礎の位置を探しま

した。１９８２年１０月竣工でした。その

ことを知っていた人は手を挙げてくださ

い。二人だけですね。ほかの人はあまりに

も無警戒すぎます。これなら、新耐震基準

の建物ですから、多少ここで講演してもい

いかなと思いました。しかし、通された部

屋を見ると残念ながらロッカーは転倒防

止をしていません。 
 それから、受付の方々にご自宅の家具の

転倒防止をしているかを聞いた時の写真

です。何と一人もしていませんでした。社

員教育が必要です。理事長様よろしくお願

いします。 
 基本的に我々が率先市民にならなけれ

ば、なかなか前に進まないということが、

このようなところで実証されてしまいま

す。 
－画像３－ 
 建物のことについて話させていただき

ます。先ずは国の憲法です。第２５条に「全

ての国民は健康で文化的な最低限度の生

活を営む権利を有する」と書いてあります。

最低と書いてあり、これは７０年前の文化

的生活レベルのことなのかもしれません。 
 ２９条には「財産権はこれを侵してはな

らない」と書いてあり、個人の権利を保障

しろといっているのかもしれません。 
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 この二つの条文を受けてだと思います

が、建築基準法では建築物の構造耐力に関

する最低の基準を定めると書いています。

建築基準法はあくまでも最低の基準です。

これを守っていたら建物は壊れないとは

言っていないのです。 
－画像４－ 

高さ６０ｍを超えるものは特別な検証

法を使いますが、それ以外の建物の多くは

許容応力度計算法で計算されています。こ

の計算方法では建物に横から力がかかる

ことを前提に設計しており、この力を法律

で決めています。この横からかかる力は、

本来は、建物や地盤によって違うはずなの

に一律一定値で決めています。本当だった

ら、軟弱地盤やよく揺れる建物であればこ

の力は大きくする必要があるのにしてい

ません。 
－画像５－ 
 最近になって、別の計算方法が導入され、

横からかかる力を決める代わりに、地面の

中の基盤の揺れを基に安全性の程度を調

べるのです。許容応力度計算とこの別の計

算方法とはものすごく違うものです。ある

高さの建物の時にはこの二つの計算方法

の結果は同じ安全性になるのですが、この

高さよりも高い建物だと許容応力度計算

のほうが建設費のコストダウンができ、低

い建物だと別の計算方法のほうがコスト

ダウンできます。設計者によって設計方法

が見事に使い分けられており、これが良い

ことだと私は思いません。建築の実力を減

らしています。一方で、高層建築物は様々

なことを考えて設計されています。 
―画像６－ 
 プリンで分かるように柔らかいものは

よく揺れます。このことから、地盤の固い

場所に比べ柔らかいところはよく揺れま

す。低層の建物と高層の建物では高層の方

が柔らかいのでよく揺れるはずです。従っ

て固い地盤の上の低層の建物と軟らかい

地盤の上の高層の建物では全く揺れが違

って、揺れの大きさは大きく異なるはずで

す。しかしながら我が国の建築基準法では、

この矢印とこの矢印は同じ大きさの矢印

にしています。逆に言いますと、柔らかい

建物に住むと地面の揺れは小さく、柔らか

い地盤に住むと揺れを非常に受けやすい

ということです。 
―画像７― 
 昔の人は左のような建物に住んでいま

したが、今の人は右のような建物に多数住

んでいます。それぞれの揺れを体感してい

ただけるよう再現してみました。 
 左側が固い地盤の上の平屋建て、右側が

柔らかい地盤の上の１０階建ての建物で、

あたかもようかんの上の建物とプリンの

上の建物といった違いです。 
 東海地震と東南海地震が同時に起きた

時の名古屋の揺れを想定して比較しまし

た。同じ地震ですが揺れ方はずいぶん違う

ように見えます。昔ながらの家はほとんど

揺れません。現代のマンションはこんなに

揺れてしまいます。しかし、現在の設計で

は、両者は同じ揺れだと考えて設計されて

います。阪神淡路大震災の時には、古い耐

震基準の建物がたくさん壊れたのですが、

嫌なことに同じ耐震基準で造られていて

も、高い建物は良く壊れて低い建物は余り

壊れませんでした。これは、高さによる耐

震性の違いも原因しているように感じま

す。私は最近思っているのですが、日本の
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建物の耐震性能は多分高さによって異な

っていると思っています。 
 残念なことに、このようなことをここ数

年間、建築構造設計者の人たちに一生懸命

言っているのですが、皆さんはそのような

ことを考えたことがないと言います。ここ

に私たちの建築技術者の限界があります。

法律で規定された外力に基づいた設計か

ら出発してしまっていて、その外力が意味

しているものは何なのかということを考

えることを忘れている可能性があります。 
 そして、高層の建物ほどバリューエンジ

ニアリングという言葉で代表されるよう

に、コストダウンを厳しくすることをして

います。私たち建築構造技術者は、建築基

準法ぎりぎりでコストダウンをして、躯体

のコストを削って、お客さんの希望を叶え

るようにしてほしいというようなプレッ

シャーをデザイナーからずいぶん受けて

います。私はすぐに反論してしまいますが、

多くの建築構造技術者はそれを嫌だと思

いつつも受け容れないと仕事が無くなっ

てくるという実情もあります。ひょっとし

たら技術があればあるほど安全性の面で

はぎりぎりの建物を造るような時代を迎

えているということかも知れません。 
 今申し上げたことを復習すると、建物が

１０００ガルぐらいで揺れることを前提

に設計している時、固い建物であれば地面

も１０００ガルにしています。固い地盤で

あれば、深いところでも７００ガルぐらい

しかないかもしれないが、建物が結構揺れ

るようになると、同じ１０００ガルで考え

ていても地面の揺れは４００ガルぐらい

で、柔らかい地盤であれば同じ場所で２０

０ガル程度しか考えていないかも知れま

せん。明らかにこのことは、考えている地

震の揺れの強さは違うということになる

のです。ですから、この１０階建の建設交

流館をこの場所に造ることはあまり得策

ではないと言えます。固い地盤の上町台地

に造るべきであったということです。この

場所の地名は立売堀ですから、柔らかい地

盤でよく揺れます。残念ながら、私たちは

そのようなことを忘れてしまいがちです。 
 高いビルになると許容応力度計算では

なく限界耐力計算法と呼ばれる方法とか

で設計をすると外力が小さくなるのです。

世の中には４４．５ｍ、５９．５ｍ、ある

いは３０．５ｍの建物が多くあります。あ

る高さを境に設計方法が変わってしまう

のです。その境のぎりぎりの高さで多くの

建物を造っているわけです。しかも、多く

のマンションでは、３０．５ｍと４４．５

ｍの高さで１０階とか１５階を無理やり

押し込んでいます。建築確認審査をしてい

る方は一番ご存じだと思いますが、例えば

１という力を満足しないといけない時に、

１．０１とか１．０２というぎりぎりの数

字で設計されているものが多数あります。

このことは建築家だけが悪いわけではな

く、そのような建物がいい建物であると感

じている市民の側にも問題があります。安

全ただ乗り状況で、誰かが安全を担保して

いてくれているに違いないから、少しでも

安い方がいいと考えてしまう現代社会の

側に問題があるのです。昔の人は、自分の

家を建てるときには自分の家の安全性に

ついて一生懸命考えたものです。このよう

なことはちょっとした実験をすると簡単

にわかります。 
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－画像８― 
 今日は適当なキャスター付きの机があ

りませんが、もしあれば大阪建築防災セン

ターの若手職員の方に乗ってもらい、この

ポーズを全部してもらって私が揺すりま

す。そうすると、見事に建物の耐震性のエ

ッセンスが分かります。重心が上にあった

らダメとか、背が高いと低いとではどちら

が良いか、また、こんな格好をしている時

とこんな格好をしている時ではどちらが

安定するかということです。これらは、ま

さしく建物の安全性そのものを示してい

るわけで、建物の重心を高くしてはダメだ

し、変なポーズもダメです。ですが、その

ような建物が最近増えています。それは、

きっと日本の社会がとても安全だから、危

うい形のほうが恰好が良いと勘違いして

いる市民が多いからだと思います。これは

具合の悪いことであります。 
このように実験してみると、見事に簡単

に様子が分かります。例えば右側のほうが

超高層ビルで、左側がちょっとピラミッド

です。明らかに右側の人が良く揺れるわけ

で、立っていられません。これが建築物の

耐震性のわけです。 
 高層ビルの揺れはこんな揺れです。この

映像は１０年ぐらい前に作ったものです

が、当時は超高層の揺れを再現できる装置

が無かったので、台車の両側で綱引きをし

ました。片方で私が引っ張っています。こ

の程度の揺れが東日本大震災の時の大阪

府咲洲庁舎の揺れなのです。建物の高さの

１００分の１は揺れるということを前提

に設計していますから、咲洲庁舎であれば

往復４～５ｍ程度揺れても大丈夫なんで

す。東日本大震災の時の揺れは３ｍ弱だっ

たので、設計で考えていたよりは揺れが少

なかったということです。 
－画像９― 
 このような揺れの再現は、いろいろな道

具を使って実験できます。これは、竹ひご

と消しゴムを組み合わせた実験道具です。

このような実験をうまくやっていくと例

えばこんなことができます。 
 ある揺すり方だけすると共振します。こ

のように、誰でも分かるような説明をして

いけるといい気がします。次は紙で作った

2 階建ての模型です。右側は１階と２階と

もに筋交いがありますが、左側は１階の筋

交いがありません。こんなに揺れ方が違う

のです。だから１階にたくさんの壁を入れ

ないといけないわけです。 
 このような実験を小泉元総理の前でも

やり、耐震のことについて実感をして頂き

ました。この時代に日本の耐震化の一歩目

が始まったわけです。感覚的に建物の耐震

性の大事さを分かることが、建物を安全に

していく基本ではないかと思っています。 
 これらのことを頭に入れていただき、次

に東日本大震災の復習をしていきたいと

思います。 
－画像１０－ 
 震災では、２万１０００人ぐらいの方が

お亡くなり、その内１万８５００人ぐらい

の方が主として津波でお亡くなりになり

ました。ちょっと失礼なことを申し上げま

すが、こんなに大きな地震でしたが、震源

地が陸から離れていたので、揺れは神戸に

比べるとかなり小さいものでした。 
 また、この場所は１９７８年から震度６

の地震は７回目です。震度６で壊れる建物

は壊れ終わった後で、安全な建物しか残っ
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ていませんでした。だから建物が壊れて建

物の中に生き埋めになった人が少なかっ

たとも言えます。逆に言うと、本当に耐震

化しておけば、建物は壊れないということ

を実証したのかもしれません。 
 しかし問題もありました。ちゃんと耐震

補強した建物が壊れた例もありました。あ

まり技術を過信しすぎると手痛い目に遭

うという気もします。 
 また、陸から結構離れた場所の地震でし

たから、津波がやってくるのに３０分あり

ました。だから、皆が逃げていたらもっと

犠牲者は少なかったかもしれません。沢山

の亡くなられた方はおそらくこのような

人たちです。今日はそういった雰囲気の方

がいないので、多分大丈夫だと思いますが、

このような講習会に伺うと、ちょっとご高

齢の方で腕組みをしてふんぞり返ってい

る人がいます。いかにも頑固なおじさんで

す。このような人が多く犠牲になったよう

に思います。逃げようと言っても頑固に拒

んだ人や、その人たちを一生懸命に説得し

ていた人、子供が逃げたことを信じられな

かったお父さん、お母さんたちです。でも

そのような報道はあまりされていません。

ですが、子供たちは本当によく逃げていま

した。  
明治以降、三陸海岸では４回目の津波で

した。すごく津波防災教育もされていまし

た。被災地は１６１１年、慶長三陸地震津

波の被災地です。 
 当時、伊達政宗は、仙台を高台に復興さ

せていました。今回、ひどくやられた場所

は第２次大戦後広がったところのように

思います。そして、奥州街道も浜街道もこ

の津波の後につくられているので、その沿

線を通っている東北本線沿線の大きな町

は余り被害を受けませんでした。ひどく被

害を受けていたのは、鉄鋼の町とか漁業の

町でありました。また、もうすぐ宮城県沖

地震が来るよと言われていたので、被災地

の方々は本当によく備蓄をされていまし

た。腹をすかせて我慢できなくて暴動とい

うようなことは起きませんでした。私は当

日東京の高層ビルの１５階にいましたが、

下におりて行ったら、もうコンビニは空っ

ぽでした。東京の人と東北の人と随分性格

が違うと感じました。 
 三陸の沿岸部には、実際には余り多くの

人たちは住んでいませんでした。一番逃げ

やすい春のお昼どき、２時４６分でした。

これだけの好条件があって１万８，５００

人の津波犠牲者だったと感じます。 
 一方で、首都圏は相当ぼろぼろでした。

９０年前の９月１日、首都圏では１０万も

の人が命を落としました。首都圏といって

も、東京から離れた場所です。地震も東北

と比べれば小さいです。でも、軟弱な地盤

の上に建物が密集していました。人はたく

さん集まってはいけないと思います。 
 １９年前、今回の地震の１０００分の１

の大きさの兵庫県南部地震が起きました。

都市直下で、私達が見込んでいない強い揺

れがやってきたので、合理的に設計してい

た耐震性がぎりぎりの建物は予定どおり

ちゃんと壊れました。だけど、ぎりぎりに

作っていない建物は設計で見込んでいな

い強い揺れでしたが、耐震的なゆとりによ

って救われました。壊れた建物は、東日本

は１０万、阪神・淡路は１２万で、地震が

１，０００倍も違うのに、壊れた建物の数

は余り変わりません。多分、東北３県に住
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んでいる人の人数と兵庫県に住んでいる

人の人数、被災者人口が変わらないからの

ように感じます。東北３県は５８０万人、

兵庫は５５５万人です。 
 こういう中、東海・東南海・南海地震が

来るかもしれないって言われます。ここの

被災者人口は、東北の１０倍です。震源は

直下ですから、東北より揺れは強いわけで

す。そして、目の前の海が盛り上がります

から、外洋に面したところは、即、津波が

来ます。３０分というゆとりはありません。 
－画像１１－ 
 そういう中、おととしの８月２９日に、

政府からこんな数字が出てきました。これ

が多いと思うか少ないと思うか、よくわか

りません。私も室﨑先生と一緒に南海トラ

フ巨大地震の被害想定の作業に参加して

いました。想定している地震はとてもでか

いなと思いましたけど、被害の数字はすご

く大きいという感じがしません。 
 現に、大阪府さんは最近この数字を１３

万人にしました。広島県さんは１万を超え

る数字に変えられました。ちょっとした前

提条件を変えるだけで、数字がすごく劇的

に変化するものだと思っています。堤防が

壊れるかどうかというようなことに原因

があります。 
 １０万人も超える死者が出ているのが

静岡です。この数字の意味ですが、岩手と

か宮城は、沿岸部が集中的にやられました。

犠牲者数は、県民の全人口に対しては、２

００人に１人です。 
 信じられないことに、和歌山県は、１２

人に１人です。三重も静岡も徳島も高知も

数十人に１人というオーダーで、東北の死

亡率の１０倍です。でも、我々はそういう

印象を持って、この数字を多分見ていない

といけないと思います。 
南海トラフ巨大地震の被災者人口は 、 

６，０００万人を超えます。国民の半分に

なる可能性があります。これは最悪の想定

というふうに言われていますけども、私は、

地震そのものは本当に最悪だと思います

けど、被害については悩ましいです。例え

ば岩手県は６，０００人の方が命を落とし

ました。福島では１，４００人の方が関連

死でお亡くなりになっています。岩手で標

高が低いところに住んでいる人はわずか

しかいません。 
 一方で、大阪は４５０万人も住んでいま

す。１００倍住んでいるわけです。 
 静岡と岩手を比べてみます。岩手の犠牲

者は６，０００人でした。静岡と岩手を比

べてみると、標高１０メートル以下の人口

は１０６万人と４万人の差、２６．５倍で

す。津波の到達時間は、静岡は数分です。

震度は７の場所が広がっています。そして、

津波
・ ・

てん
・ ・

でん
・ ・

こ
・

というようなメッセージ

は心の中には届いていないかもしれませ

ん。 
 東日本大震災は、運よくお昼時の２時４

６分でした。これが深夜だったらどうなる

かと考えてみましょう。この６，０００人

という数字から考えると、人口比だけで 
１６万人。津波到達時間が数分だったらも

っと多いだろう。揺れが強かったら家の中

に取り残される人も多いだろう。そして、

夜中だったらもっと多いだろうって考え

ていくと、１０万９，０００人というのは

何だか多くはない感じがしてきます。むし

ろ５０万とかになってもおかしくないじ

ゃないかと思うわけです。 
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 そういう意味からすると、大阪が１３万

人になってもおかしくないというのもこ

んなことからうなずけます。 
 宝永の南海トラフ巨大地震のとき、大阪

で１万６，０００人の方が津波で死んでい

たかもしれないという記述が、尾張徳川家

に所蔵されていた「朝林」という日記から

見つかっています。尾張藩の奉行が書いた

日記です。当時、大阪の人口は３５万人い

ます。今、２８０万人ですから、ちょうど

８倍です。１万６，０００掛ける８は１２

万８，０００人と考えると、１３万って、

いい線が出ているのかもしれません。 
 要は、被害予測の結果とは、そのぐらい

幅があるもので、場合によっては１０倍に

なるかもしれないし、場合によっては１０

分の１になるかもしれない。だけど何か数

字や根拠となるデータがないと、行政の人

たちは施策を動かしにくいので、最新の科

学技術を使ってという言葉を冠につけな

がら、被害予測の数字を出しています。 
 このように出てきた数字ですが、例えば

全国で、火災は７５万ヶ所と出てきました。

全国のポンプ車の数が何台あるかと調べ

てみると、７，０００台ぐらいしかないん

です。そうすると、日本中のポンプ車を使

っても、１台で１００カ所消さないといけ

ない。壊れる建物は２４０万です。日本で

１年間につくっている建築物の数は、多分

５０万ぐらいです。ということは、大工さ

んも建設会社もみんなぴんぴん生きてい

て、それでも５年間も時間がかかるという

ことであります。 
 この結果からわかるのは、家を買うとき

は野中の一軒家にするか、その町の人たち

全員が火を出さないあるいは火を自分た

ちで消すということが徹底している町に

住む、ということのように感じます。それ

から、家を失ったらなかなか家を造っても

らえず野たれ死になるので、絶対家は壊し

てはいけないということであります。壊し

てしまったら生活できません。屋根があっ

て食糧も水もちゃんと送られていた福島

の人々だって千数百人もの関連死が出ま

した。我々でこんな状況だったとしたら、

極めて大変な状況に置かれるわけです。絶

対に家を壊してはいけないという答えに

しかなりません。それから、家具も倒して

はだめです。家具を倒してけがしたって、

医者はいません。 
－画像１２－ 
 被災地の写真見てみると、こんな写真で

す。これは岩手です。この写真を見て、す

ごいと感じます。何がすごいと思うかと言

うと、人っ子一人いません。これだけの力

があったから、岩手の人は６，０００人の

死者で済んだのかもしれません。 
－画像１３－ 
 一方で、１６０年前に書かれた下田を襲

った東海地震の津波では、人の絵が描かれ

ています。逃げる暇がなかったのかなと感

じます。そして、同じような津波の絵で船

と車を置きかえるとそっくりです。ロシア

の戦艦ディアナ号に乗っていたモジャイ

スキーが描きました。１８５４年１２月２

３日です。この場所に、昨年の１１月に行

って、この絵を描いた場所を探して、その

場所で写真を撮ってみました。 
－画像１４－ 

そっくりなんです。すごい写実的な絵を

描く人です。でもこれを見ると、もうすぐ

何が起きるかと、一目瞭然なんです。 
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 でも、今、下田市役所はこの場所に庁舎

を建て替える予定になっています。どちら

がいいか考える必要がありそうです。今の

社会を大切にすると、被災する人たちを置

いてけぼりにしていくわけにはいかない

から、津波が来てもいいから、その場所に

造ろうということになります。しかし、将

来の子供たちのことを考えると、本当に危

ないんだったら、率先して先に行ってみん

なを引き連れていくということもあるか

もしれません。それは、今を大事にするか、

将来を大事にするかです。これはみんなで

考える必要があると思いますが、私はこの

比較をするとやるせないなという気分に

なります。 
－画像１５－ 
 翌日、１２月２４日に、今度は南海地震

が起きました。そのときの様子は「稲むら

の火」という物語に残されています。その

津波は、何とこの大阪も襲いました。大阪

諸国大地震大津波細見一覧という絵図に、

津波の被害が克明に描かれています。青色

の字で描かれているところが津波でやら

れた場所です。この会場の辺りもだめです。 
一回前の昭和南海地震のときの津波は、

とても小さかったのです。歴史上、最も小

規模な南海地震でした。でも、宝永の地震

のときも安政の地震のときも津波がここ

に入ってきています。その場所に、難波も

道頓堀も梅田もあります。川と川に挟まれ

たこの中之島に、何と日銀大阪支店も大阪

市役所も関西電力の本社ビルも、また近く

には大阪ガスの本社ビルもあります。調べ

てみると、どことは言いませんが、自家発

が地下室にあるところがあります。困りま

す。本当にそれでいいのでしょうか。私は

ここへ来るたびにいつも感じるのは、大阪

って笑いの文化だからこそ、それでもよい

のかもしれないと。でも、これはそろそろ

やめたほうがよくて、本当はこれだけ海抜

が低いところに町を広げないほうがいい

と思います。せっかく台地の上の安全なと

ころにあった大阪府本庁舎を、危険な埋立

地にある超高層ビルに移動しなければい

いのにと私は思えてなりません。大阪市民

の方々の防災意識が問われているという

ことになります。府政も市政も市民の声を

聞いて政策を決めます。自分の姿が鏡に映

っているわけです。 
江戸末期、東海地震と南海地震が３２時

間差でやってきて、その二日後に、豊予海

峡の地震がやってきました。江戸から西側

がひどく痛手を受けた翌年の１１月１１

日、今度は江戸直下の地震が起きます。こ

の安政江戸地震でひどくやられたのは、昔、

日比谷の入江という海だったところを埋

め立てた場所です。その地名は今、大手

町・丸の内・有楽町・日比谷・新橋と言い

ます。その新橋に東の電力会社の本社があ

ります。この地震のとき、大池という池を

埋め立てたところにあった水戸藩江戸屋

敷がつぶれます。これで、藤田東湖とか戸

田忠太夫が命を落とします。これが、尊皇

攘夷派が力を失い始めたきっかけとも言

われています。何だか随分歴史に関係しそ

うな気がします。１８５０年頃、突然地震

だらけになります。小田原の地震、伊賀上

野の地震、東海地震、南海地震、豊予海峡

の地震、飛騨、陸前、江戸、八戸沖、芸予、

飛越って地震が起き、その途中で、江戸の

大暴風が起きます。この大暴風はすさまじ

い大暴風です。芝を中心に壊滅的にやられ
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ます。その芝に、東のガス会社の本社があ

ります。 
 そして、その後、コレラの大流行ですさ

まじい人が命を落とします。そんなことが

起きたから、国の政治が危うくなって、締

めつけのために安政の大獄事件を起こし

たように何となく感じられます。龍馬たち

が出てきたのはこの後です。若者は社会が

混乱しないと出てきにくい。龍馬は、被災

地土佐の人です。一気に倒幕運動が進みま

す。江戸が終わります。でも、私たちはこ

ういう歴史を勉強していません。理由は単

純でして、大学の歴史の講座では、災害史

を勉強しないからです。だから、高校の先

生も中学の先生も災害史のことを知りま

せん。我々はとても大事なことを教えても

らい損なっています。 
 もう一つ不思議なことがあります。大河

ドラマでは全く地震が起きないことです。

きっとＮＨＫスペシャルをつくっている

人たちと大河ドラマをつくっている人た

ちの仲がよくないからです。ＮＨＫの中の

縦割りです。去年１年間、この時代を描い

ていたのに、１回も地震が発生しませんで

した。だから、私たち日本人は、物すごく

大事なことを学び損なっているように感

じます。そして、江戸が終わります。 
 明治になって、濃尾地震という地震が起

きました。美濃と尾張を襲った美濃・尾張

（身の終わり）地震です。７，２７３人が

命を落としました。この地震が起きた時代

はこのような時代です。大日本帝国憲法や

東海道線や、あるいは市政を開始したりし

たのが１８８９年です。日本が近代国家の

形を整えた時期です。その２年後に、日本

のど真ん中で起きました。当時の日本の人

口は４，１００万人、今の３分の１です。

今に直すと２万２，０００人の犠牲者です。

日本のど真ん中で、東日本大震災よりずっ

と大変な災害が起きている。にもかかわら

ず、今、濃尾地震のことを知っている人は、

今はほとんどいません。 
 濃尾地震のことを昔から知っていた人、

手を挙げて下さい。最前列の方だけです。

最前列の方というのは、興味があるから最

前列に座るんですよね。残りの人は、本当

にだめです。だって、大震災のことを１０

０年後に全部忘れてしまった国民なので

す。これはやっぱり具合が悪いと思います。

すごい歌が大垣で歌われました。地震数え

歌です。ちょっと読み上げてみます。 
 
 一つとせ 人々驚く大地震 美濃や尾

張の哀れさは 即死と負傷人数知れず。 
 二つとせ 夫婦も親子もあらばこそ 

あれと言うまいぶきぶきと 一度に我が

家が皆倒れ。 
 三つとせ 見ても怖ろし土けむり 泣

くのも哀れな人々が 助けておくれと呼

び立てる。 
 四つとせ よいよに逃げ出す間もあら

ず 残りし親子を助けんと 戻りて死ぬ

とはつゆ知らず。 
 五つとせ いかい柱に押さえられ 命

の危ぶきその人は やぶりて連れ出す人

もある。 
 六つとせ 向ふから火事じゃと騒ぎだ

す こなたで親子やつれあいや 倒れし

我が家ふせこまれ。 
 七つとせ 何といたして助けよと 慌

てるその間にわが家まで どっと火の手

が燃え上がる。 
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 八つとせ 焼けたに思えどよりつけず 

目に見て親子やつれあいや 焼け死ぬそ

の身の悲しさや。 
 九つとせ ここやかしこで炊き出しを 

いたして難儀な人々を 神より食事を与

えられ。 
 十とせ 所どころへ病院が 出ばりて

療治は無料なり 哀れな負傷人助け出す。 
 
 神戸で起きたことが全部書いてありま

す。だけど、もう大垣の人すら誰も覚えて

いないのです。何だかもったいないなとい

う感じがします。前ばかり見ているのでは

なくて、過去にいろんな経験をし、さまざ

まなメッセージを残してくれていること

を私たちはもう少し学んだほうが得かも

しれないという気になります。 
 濃尾地震の後に日清戦争が始まります。

日清戦争の翌年、明治三陸地震津波が起き

ます。今回の被災地です。風俗画報にこん

な絵がありました。 
－画像１６－ 
 人間の津波での死にざまが克明に描か

れています。すごい絵です。こういう絵を

被災地の子供たちは見ていました。だから

津波の怖さを実感できていたように感じ

ます。津波防災教育の一環だと思います。

この地震津波では２万２，０００人死んで

います。人口は３分の１です。今で言うと、

６万６，０００人です。すなわち、今回の

被災地は、たった１００年前に、今回の災

害の３倍の災害を受けていたことになり

ます。地震はいまだかつてない地震ですが、

災害は全然過去より小さい災害です。だけ

ど、テレビでも新聞でも、それから政治家

も、今回の災害をいまだかつてない未曽有

の災害とよく言います。そうではなく、濃

尾地震も含め、それから関東地震も含め、

今回の震災の災害としての規模は決して

最悪ではないはずだと思います。 
―画像１７― 
 そして、すごいことに、今のような教訓

をいっぱい学んでいた岩手県の人たちは、

明治の死者が１万８，０００だったのに、

今回は６，０００人と、３分の１に犠牲者

を減らしています。人口は倍になっている

のに、すごいなと思います。同じ被災地で

も、隣の県は３倍になっています。これは

県民一人一人の意識の問題のような気が

します。そう思うと、ちょっと言いにくい

ことを言います。 
 岩手が静岡だとすると、大体愛知が宮城

ぐらいです。愛知が岩手だとすると、東京

が宮城ぐらいです。東京が岩手だとすると、

大阪が宮城ぐらいです。それは簡単にチェ

ックできます。 
 皆さんの中で、家の家具をほとんど止め

ている人、手を挙げてください。 
 この数が実証いたしました。建築防災の

講演会に集まっている人で、数％の家具固

定率です。実は、今日、お話しを聞いてく

ださっている方々の半分ぐらいが建築に

かかわる人たちです。 
 実は、市民の人たちのほうが手がいっぱ

い挙がって、建築の専門家は全然手が挙が

らないのです。いつもそうです。 
 すごいのは、岩手と宮城とでは、県内で

亡くなった人を１００としたときに、何歳

の人がより多く亡くなってるかですが、５

歳から１５歳のところの断面が全く岩手

と宮城では違います。だから、教育の問題

がとっても大切であるということがわか
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ります。ここで行われた教育によって、あ

らゆる年齢層の人たちの死亡率がぐっと

下がったということでもあるわけです。こ

のことは、私たちはしっかり学んでおく必

要があって、我々が気持ちさえ入れかえれ

ば災害は幾らでも減らせられるというこ

とを実証してくれたのだということでも

あります。だから、また私を来年も呼んで

ほしくて、ここへ来て、全員の手が挙がる

かを点検したいのです。そうなったら大阪

は大したものだと思いますし、変わらなか

ったら勝手にしろというふうになるだけ

であります。 
－画像１８－ 
 さて、次は、講演会場の様子です。偉い

大学の先生がいっぱい集まっている講演

会だと思われます。震源から１７０キロも

離れていたので、揺れは随分小さくなり、

揺れが伝わるのにすごく時間がかかりま

す。この時点でこんな音声が鳴ります。 
 こんなすごいコメントを司会の人が言

っています。シャンデリアの下は危険なの

で異動した方が良いです、と。コメントは

すばらしいけれど、人間がだめなので全然

逃げません。頭のいい人は行動を伴わない

ということが、意外と実証されるのです。

シャンデリアがこのようになりました。も

うすぐ確実に揺れるということがわかっ

ているのに、シャンデリアの固定がされて

なかったのです。それから、シャンデリア

の下にいても何も危険を感じずに座って

いた人ばかりであることもわかりました。

これは極めて具合の悪いことで、すぐにで

もシャンデリアは固定しないといけない

はずです。 
 次は、テレビ６局がどう伝えたかをご覧

ください。ウェザーニュースとＮＨＫだけ

がすぐに緊急地震速報を報じました。 
 でも、ウェザーニュースの人は訓練不足

で全然しゃべれません。ＮＨＫの人はとう

とうとしゃべっていますが、ウェザーニュ

ースはしゃべれません。なかなかしゃべれ

ない。ＮＨＫのほうは国会の予算委員会の

中継中です。 
 最初は過小評価で５弱だったので、残念

ながら緊急地震速報は東北５県にしか流

されませんでした。国会議事堂には何だか

緊急地震速報が伝わっていないみたいで、

まだのんびりと予算委員会を進めていま

す。 
 ウェザーニュースのほうは、時々刻々と

揺れが伝わる様子を報じています。これが

東京に伝わった瞬間に彼女がきょとんと

いう顔をして、シャンデリアが揺れ始めま

す。この危険なシャンデリアの下にいるの

が菅元総理です。菅さんはそのときどうし

たかと言うと、逃げるのではなく、シャン

デリアが揺れている様子を見上げていま

した。議員さんたちは机がいっぱいあるの

に、一人も机の下に潜りませんでした。 
 ＮＨＫはスタジオに画面を切りかえま

した。ウェザーニュースでは震度速報が伝

わり、日本テレビとＴＢＳも震度速報をテ

ロップで流しました。ここでＮＨＫは被災

地仙台のリアルタイムの揺れをお天気カ

メラでちゃんと放送しました。すごいです。

これを放送しているとき、残念ながら日テ

レ、ＴＢＳ、テレ朝はＣＭでしたが、この

３局はちゃんとテロップを流しています。 
 これは、東京に揺れが届いて揺れ始めた

音です。ＮＨＫはこの時点で新宿の様子を

映しました。すなわち、仙台が揺れ始めて
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から東京が揺れ始めるまでのタイムラグ

がこれだけあったということがわかりま

す。日テレは汐留なのでよく揺れて、天井

がこう揺れました。フジテレビはお台場な

ので、大変揺れています。人っ子一人いま

せん。天井からいろんな物が今落ちてきて

います。せっかく中継で一瞬つないだのに、

肝心な時間に全部ＣＭに戻ってしまいま

す。この裏側で今、あたふた状態が続いて

います。でも、ＮＨＫは冷静なのです。ち

ゃんとここで被災地の様子をもう一回切

りかえて、この直後に一番大事な大津波警

報を流したのはＮＨＫだけなのです。  
 ＴＢＳは最初にアナウンサーが登場し

ました。冷静です。日テレはちょっとあた

ふたとしています。まだ天井が揺れていま

す。大注目はフジテレビです。どんな表情

か。みんなヘルメットを必死になって探し

ているわけであります。これだけの差が出

た原因はとっても単純で、フジテレビは海

の中の柔らかい地盤の埋立地にあるデザ

イナーズビルディングで、しかもスタジオ

が上の階にあります。ＮＨＫは固い地盤の

坂の上で、スタジオが低いところにありま

す。 
 私は、大阪府本庁舎は今の場所が好きで

す。今の場所にあれば東京のＮＨＫと同じ

です。咲洲へ行ったら、フジテレビと同じ

です。フジテレビとＮＨＫの違いになりま

す。 
 ＴＢＳさんは一番揺れてないのですが、

１５階ではこんなことになりました。実は、

ＴＢＳさん、ちょっと言いにくいのですが、

お一人大けがをされました。上から２番目

の階で、とても偉い人が大けがをされ、「俺

のけがが治るまでにＴＢＳの社内を徹底

的に直す」とおっしゃって、私も相談に乗

ることができて、すぐに家具止めをしてく

れました。 
－画像１９－  
今や、ＴＢＳの中へ行くと、全面制震補強

がされています。この制震補強量と、今の

大阪咲洲庁舎のプレイスの量を比較して

見ていただきたいと思いますけど、リッチ

に入っています。すごい量になっています。

こういうところに痛い目に遭った本気度

が感じられます。でも残りのメディアはま

だあんまり動いていません。家具止めが進

んでないテレビ局もあるということをと

りあえずお伝えします。 
－画像２０－ 
 それから、私はどうしていていたかと言

うと、東京青山の高層ビルの１５階で、超

高層ビルは危険ですセミナーをやってい

ました。聞いている人は建築の構造技術者

なのです。私は最初勘違いして、宮城県沖

かなと思っていたので、今しゃべったとお

りに揺れますのでみんなで揺れを体感し

ましょうと言ってたら、本当に揺れ始めて

きました。これが、世の建築構造技術者の

実力です。どういう実力かわかるでしょう

か。見てみると、机の下に潜ったのは私だ

けなのです。残りの人は、一人も机の下に

潜りませんでした。これが技術者のひょっ

としたら本性かもしれないのです。数字は

見ているけれども、実感してないのかもし

れません。皆さん、揺れを堪能しているの

です。特に何をするわけでもなく、プロ中

のプロの建築構造技術者は揺れを体感し

ていたのです。不思議です。 
－画像２１－ 
 さて、メディアの建物は、超高層ばかり
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でした。しかし、自動車メーカーはそうで

はないのです。全然実直さが違います。ホ

ンダは揺れない台地の青山に外周部が全

部バルコニーの建物を造りました。社員は

逃げられるし、ガラスが割れても歩道に落

ちない。全然違うのです。でも見てみると、

１社だけ違いますね。川の隣で超高層なの

です。その近くの場所は、このように揺れ

ました。横浜の関内です。よく揺れます。

こっち側が横浜球場で、この奥に横浜市役

所があります。  
 このような細長いビルは本当によく揺

れるのです。やわらかいビルはよく揺れ、

このように壁が落ちてしまいました。 
 今は改修されています。全部壁を落とし

て、下から上まで全部ブレースで耐震補強

してありそのまま使い続けています。 
－画像２２－ 

問題は、痛い目に遭った後に反省してこ

のようにしている人もいるし、痛い目に遭

ってもやっていない人たちもいます。 
－画像２３－ 
 今の場所は関内です。９０年前の関東地

震のとき、ここは壊滅的にやられました。

建物の８０％以上が全壊しています。理由

は、ここは埋立地だからです。だけど、今

の時代は建築基準法を守っていればいい

ので、同じ建物をつくっています。変な時

代です。 
 そして、その関内に今何が建っているか

と言うと、市役所、横浜球場、区役所、日

銀、裁判所、県庁、県警本部、中華街、山

下公園、です。 
 横浜市役所は手狭になったので、埋立地

に超高層ビルを建てようとしています。こ

こに神奈川県民ホールがあって、毎日多く

の人たちを呼び寄せています。これ埋立地

なのです。大阪よりまたまたひどいのです。 
 これは極めて問題です。だって一番大事

なものが、９０年前の地震で壊滅的にやら

れた場所に集中立地していて、そのことに

誰も疑問に感じていないのです。港が見え

るかっこいい町ですから。そっちがより大

事なわけです。 
－画像２４－ 
 これが神奈川県民ホールです。何と１月

１７日にできているのです。何とまだ耐震

補強されてないのです。しかも海抜３メー

トルで、目の前が海なのです。信じられな

いことに、ここで去年の９月に日本地震学

会の全国大会をやったのです。記念シンポ

ジウムが防災教育のシンポジウムで、私を

講演に呼んだのです。失礼でしたが地震学

会の先生方をめった打ちです。私たち専門

家って、口ばっかりなので、専門家という

のはそれしか知らないから専門家なので

す。だから、あんまり専門家は頼らないほ

うがよいし、地震学者が防災のプロだと勘

違いしないほうがいいです。もう少し全員

が賢くなったほうがいいと思います。 
 何と１１月には、ここで中区の講演会ま

でさせていただいて、今度は区の幹部の

方々をめった打ちにしてしまいました。今

はちゃんと耐震補強が始まりつつありま

す。 
－画像２５－ 
 今度は、九段会館です。九段会館は天井

が落ちてしまいました。卒業式があって、

子供たちが犠牲になりました。最初は天井

が悪いという話が主でした。でも、建って

いる場所も悪いように思います。関東地震

のとき、そこだけが震度７でした。調べて
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みると、江戸時代、そこだけが池でした。

ここはよく揺れています。東京駅の前は、

特によく揺れています。そこはかつて大池、

平川、日比谷の入江、ため池があった場所

です。 
 これは、一番強く揺れた魔の三角形の場

所です。さて、この場所に何を造ったので

しょうか。皆さんが上ったことのある 
６３４メートルです。いつも揺れる場所は

同じです。これは地盤がよくないからです。

このようなところで、オリンピックをやろ

うとしています。これが東京的価値観です。

オリンピック施設を非常に強くしてくれ

れば、江東区の被災者の人たちの救援の場

になります。でも、普通の建物にしたらと

ても具合が悪くなります。我々の価値観が

きっと試されているのだと思います。  
 ちょっとお国自慢をします。名古屋のデ

ジタルタワーは、人っ子一人寄りつかない

山の上にあります。山の上にありますから

１００メートル分建設費も安上がりです。

どっちがいいと思いますか。しかも安全な

のです。デジタルタワーは電波を出すとこ

ろで金もうけする場所じゃないのです。ど

んな時でも電波を出すことが大事なので

す。このぐらい地域によって価値観が違い

ます。大阪がどちら側なのかよくわからな

いのであんまり言えませんが、大阪の人た

ち意外と安全に対しては意識希薄かなっ

て感じはします。しかし、大阪は電波を出

しているのは生駒山で、山の上だからこの

ことはいいと思います。東京のことですが、

一番危険なところにあるのが気象庁と東

京消防庁です。どうしてこんな危険なとこ

ろに、こんな大事なものを造るのだろうと

思います。このような揺れるところでは、

液状化の危険度も高いと思います。 
昔は液状化するような場所に人は住まな

かったので、液状化っていう言葉を我々は

耳にしたことはありませんでした。液状化

すると、車は走りにくくなり消防自動車も

来てくれないと思います。 
－画像２６－ 
 次に山側の話をします。山側も随分大変

です。谷を埋めた盛土造成地が見事に滑り

ました。それは、谷部分のやわらかい堆積

物の上に盛土造成するので、やわらかい堆

積物が繰り返す揺れで液状化をして、そこ

が液体になって上の盛土が滑ったという

わけです。そういう宅地造成地は大阪周辺

にもたくさんあると思います。昔から、谷

は埋めてはダメだし、谷に住んではダメだ

ということは、当たり前のことでありまし

た。その谷の出口につくってあるのが、た

め池です。藤沼湖をはじめ多くのため池の

堤防が損壊しました。その後、私も名古屋

市内とか愛知県下での過去の地震でのた

め池の被災事例を調べてみると、結構地震

の揺れでため池は決壊しています。 
 満濃池はとっても有名な池で、昔から日

本一と言われていたため池ですが、これも

地震で決壊しています。ため池の下は、絶

対住んではいけなかったはずです。でも今

はとても多数の人がため池の堤防の下に

家を構えています。ため池の堤防は行政の

持ち物ではないので、なかなか直すことが

できません。それこそが昔から私たちがち

ゃんと伝えてきていた知恵のはずで、谷は

手をつけちゃだめだったはずであります。 
 実はそのほかにも、亜炭鉱というものが

崩れています。大阪は余り亜炭鉱がないか

らいいのですが、私が住んでいる名古屋は、
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東のほうが亜炭鉱だらけで、その上にいっ

ぱい住宅地が開発されています。こういう

問題を忘れてしまっています。でも、昔か

らいろんなメッセージは届いているよう

です。 
－画像２７－ 
 皆さんも御存じと思いますが、東北地方

で、西暦８６９年に貞観の地震というのが

起きたようです。この地震の後、京都のお

公家さんたちがこんな歌を歌っています。 
 「契りきな かたみに袖をしぼりつつ 

末の松山波こさじとは」 
 「我が袖は 潮干に見えぬ沖の石の 人

こそ知らね乾く間もなし」 
 これ清少納言のお父さんです。 
 末の松山と沖の石は、被災地の高城近く

の地名です。行ってみました。これが沖の

石です。これが末の松山です。移動してい

るかもしれませんが、今はこういう近距離

のところにあります。 
 そして、今回、津波はここまで来ていま

した。１１５０年前の和歌のとおり、末の

松山は津波がこうしてなって、沖の石は水

で乾く間もなかったのです。 
 ここに位置する寺院に行って住職の方

に話を聞くと、当日はいっぱいこの末の松

山に人が逃げて来ていたと聞きました。こ

ういうメッセージが残っていることがと

ても大切なのです。でも残念ながら、新し

く埋め立てたような場所とか、昔人が住ん

でなかったような場所にはこういうメッ

セージは何も残っていません。 
 一方で、田舎にはこういうメッセージが

たくさん残っています。だから田舎から都

会に出てきちゃいけないのです。昔から住

んでいる場所は安全な場所ばかりですか

ら、そこに住んでいたほうが本当は得です。 
 大都会は、先人が良い場所をとっている

ので、だめな場所しか残っていないくて、

後から来ると新参者はどうしてもだめな

ところを使わざるを得ません。逆に言えば、

そういう場所なのだということを理解し

ていれば、そのぶん建物を強く造ろうとい

う気分になります。 
－画像２８－ 
 この時期にいろんな災害が起きていま

す。隕石が落ちたり、海賊がやって来たり、

越中越後の地震が起きたり、富士や阿蘇が

噴火したり、播磨・山城の地震や今回の東

日本大震災とよく似ている大地震があり、

さらには、鳥海山や開聞岳が噴火し、相

模・武蔵、伊豆、出雲、千葉安房国で、そ

して南海トラフ巨大地震が起きました。天

変地異が続き祇園祭が始まるきっかけと

なった御霊会が開かれました。こんなに大

変だったので、この後に浄土信仰が始まっ

たりしています。最悪の時代です。今と何

かよく似ています。ロシアに隕石が落ちて

きたり、それから北朝鮮から落ちてきたり

しています。中越地震、中越沖地震、能登

の地震も起きています。3.11 の４日後に、

富士山の直下で地震が起きて嫌だなとい

う気分にもなりました。阿蘇山もそうです。

神戸の近くでも地震がありました。東北で

も起きました。今、八甲田山が何となく活

発です。新燃岳も桜島も噴火しました。鳥

取県西部地震も起きました。 
 寒川先生は起きている場所がとてもよ

く似ていて、気持ち悪いなというようなこ

とをおっしゃっています。でもこういうこ

とは、科学的には証明できないようです。

しかし、過去にあったのだから、私たちは
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富士山とか首都直下とか南海トラフ巨大

地震について、一応心配しておいたほうが

得だよとは感じています。それが起きても、

とりあえず未来の子供たちが不幸せにな

らない準備ぐらいは、今生きている私たち

の世代でやっておいた方がいい気がしま

す。何となく心配だけど、みんなが口に出

しにくいのが、富士山だと思います。その

東側に３，５００万人も人を集めてしまっ

たこの国は、本当にいいのかなという気持

ちがします。火山灰が本当にたくさん降れ

ば降っている間は車が走れませんし、それ

から電気もきっとショートします。どうや

ってその人たちの食べ物や水を運ぶのだ

ろうという気にもなったりします。 
 ＪＲの人たちとも１日に何人ぐらい運

べるのか相談してみると、１日に西に運べ

るのは２０万人ぐらい。なかなか大変そう

です。私は子供たちが東京へ出ていくのを

一生懸命とめています。とりあえず大学生

までは成功していて、これで就職したとき

に行ってもらっては困るので名古屋に残

るように引き留めているのですが、成功し

ないかもしれません。やっぱりもっと人は

分散して住んでいたほうがいい気がしま

す。 
 南海トラフ巨大地震は定期的にやって

きていて、このくらいの時期にきっと次が

来るのではないかなと言われています。 
－画像２９－ 
 この地震が起きるときは、たくさんの内

陸の地震も起きるので、歴史の転換期と重

なる場合が多いです。戦争が終わったとき

です。江戸が終わったときです。元禄が終

わったときです。安土桃山が終わったとき

です。戦乱の時代が始まったときです。 

 例えばこの地震は明応の地震といいま

すが、４万１，０００人が東海地震だけで

死んでいることになるのです。当時の人口

は、今の１０分の１なので、５０万になり

ます。そうするとさっきの静岡のあの被害

も荒唐無稽というわけでもないかなとも

思ったりもします。 
 これから、我々の国は、随分苦しくなっ

ていって、こんなにも若者が減っていきま

す。こうなった後で、万が一大きな被害を

受けたとしたら、なかなかこの国は対応で

きないし、回復もできないだろうなと感じ

ます。だから、勝負は地震の後ではなくて、

地震が起きる前、今が勝負のときです。で

きるだけ、債務を減らして、子供たちに負

の遺産を残さない。少しでも債務を減らし、

大事なインフラを直してもらう。でも国は

金がないから出来ないので、できれば危険

なところは自分たちで少しずつ避けるよ

うにする。自分たちの持っているお金を使

って、自分の家や周辺を直すというような

ことが必要なのです。 
－画像３０－ 
 ４回前の災害です。これが１６０５年の

地震が東海地震です。この時期は国取物語

の時代です。最初に政権の中心地としてつ

くられたのは大阪です。本能寺の変の翌年、

秀吉は石山本願寺の跡地に大阪城をつく

りました。ここは難攻不落の城でした。周

辺は湿地帯なので、攻め手がなかったから

なのです。でも平和な時代になると、やは

り狭いので、水運を生かした商売の町とし

ては西側の低地に出ていったほうがいい

ということで、今はとても津波危険度の高

い場所に主要な企業の本社がつくられる

ことになってしまいました。これは残念な
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がら、地震を経験する前だったからこうな

ったように思います。 
 その３年後、天正の大地震が起きて、と

んでもない被害が起き、日本の多くの戦国

武将が命を落とし、それから城も壊れまし

た。 
 その後、朝鮮に出兵し、１５９６年９月

１日に伊予地震、９月４日に豊後地震、翌

日に伏見地震が起き、３連発の地震がたっ

た１週間で起きます。これで伏見城が倒壊

し、翌年、また朝鮮に出兵し、翌年、秀吉

が死んで、みんな日本に戻ってきて、関ヶ

原の戦いをし、家康が勝って、江戸をつく

ります。 
江戸城は、今の皇居の場所につくり、こ

れはかつての太田道灌のお城の跡地です。

味方はこっちに住まわせました。ここはま

だ日比谷の入江でしたが、天下普請によっ

て、大名たちに埋め立て工事をさせて、そ

こに大名屋敷をつくりました。その大名屋

敷は、度重なる地震でよく壊れました。そ

の後、明治政府は練兵場にし、そこに官庁

街をつくろうとしたんですが、余りに地盤

が軟弱で諦めました。その結果残ったのが、

日比谷公園です。その北側は皇居前広場だ

ったんですが、お金に困った明治政府は岩

崎弥太郎に買ってもらいました。だから三

菱村ができました。大変危険な場所にビジ

ネス街がつくられることになりました。 
 その後、東海地震が１６０５年にやって

きました。海辺を津波が洗ったので、１６

２４年につくった東海道は見事に丘の上

を通しています。明治になって、鉄道をつ

くるときは、鉄道は坂道が苦手ですし、宿

場町は木造住宅だらけなので、海辺に鉄道

を作りました。結果、海辺に町が広がりま

した。でもそれでは非常に具合が悪いので、

第二東名高速道路が、今、陸側に作られて

いると思います。 
 その５年後、１６１０年に大阪で謀反の

動きがありということで、家康の命令で清

洲にあった名古屋の城を、清洲は水害危険

度が高いので、この台地の上に乗せました。

これが名古屋城です。清州城は、実は１５

８６年天正地震で相当痛手を受けていま

した。台地の上に、名古屋城と一緒に町ご

と移転をしたので、名古屋の老舗企業の多

くは台地の上に乗っています。 
 ただし、鉄道を通す時にはやっぱりみん

な台地を避けるわけです。大阪もそうです。

鉄道って、当時、集落の外の最悪の場所を

通ります。だから駅前は本当は使ってはだ

めなんです。名古屋駅も最悪のところを通

しました。これは使わないほうがいいかな

と思いますが、もう今になってはちょっと

手遅れなので、逆に言えば、こういう場所

は徹底的な耐震化をするほうがいいと思

います。 
 そもそも梅田というのは、田んぼを埋め

たから埋田なのです。ですから、本当は余

り使わないほうがいいところだったと思

います。 
 これが３回前の地震群です。元禄の関東

地震がやってきて、４年後に宝永の南海ト

ラフ巨大地震がやってきて、４９日後に富

士山が噴火をいたしました。 
 その後、非常に大変だったのですが、新

井白石や徳川吉宗が建て直しました。 
－画像３１－ 

これが明治以降です。江戸末期の話は先

ほど申し上げましたから、明治以降を見て

みるとぞっとします。戦争が地震の後に起



 
19 

きています。それから、地震の後にきなく

さい出来事が起きています。関東地震がい

ろんなことの引き金になったように感じ

ます。どんどん地震が起きて、金融恐慌が

起きたり、２．２６事件が起きたり、日中

戦争が始まって、太平洋戦争に入りました。

一方、敗戦に導いたのが東南海地震による

被害なのです。ほとんどの軍需工場が名古

屋に集中していました。その名古屋は、残

念なことに台地の上は人が住んでいるの

で、軍需工場はとても軟弱な地盤の上にあ

りました。それが壊滅的にやられて、戦争

継続能力をなくしました。欧米の新聞では、

その日にもう連合国の勝利間違いなしと

いう紙面がつくられています。でも私たち

は、そういう教育は受けてなくて、配線は

原爆が引き金というようなふうに習って

います。実はこの東南海地震と三河地震が

一番大きな理由だと感じます。 
 敗戦を迎えた後、南海地震、福井地震と

来て、どうしようもなかったのですが、そ

こで朝鮮戦争が始まったおかげで、その特

需で何とか盛り返したように思います。 
 このようにいろいろ考えていくと、東日

本大震災の教訓というのは津波以外に非

常にたくさんありそうだということがわ

かります。それを生かしていくことが我々

に今必要とされています。 
－画像３２－ 
 今、とても心配なのは、東京への一極集

中です。２００年前の様子です。これは一

目図という絵で、何とすごいことに、当時、

スカイツリーの上から描かれているので

す。 
－画像３３－ 

このときの安政江戸地震では１万人の

死者です。見てみると、結構のどかで緑も

あります。これが１００年後、同じ場所を

描いた絵があって、非常に密集しているの

です。 
－画像３４－ 

大正関東地震による火災で燃えた場所

です。この地震では１０万人が死にました。 
 そういう頭を持ちながら、この写真を見

たときにどう感じるかです。今の東京の消

防力で大丈夫なのかどうか。不燃化はすご

く進んでいるとは思いますが、私は余り行

きたくないのです。でも仕事のために出張

しないといけないので、週に何度も出張し

ますけど、夜寝る場所にはしたくないので、

大体いつも日帰りです。 
―画像３５― 
 現在ではこんなにいっぱい高層ビルを

建ててしまいました。これ日比谷の入江、

リバーシティ、汐留、富士山の近さとか、

何となく不安です。東日本では長周期の揺

れがほとんど出なかったのに、こんなに揺

れてしまいました。 
 例えば、東京都庁では、エレベーターが

こんな感じでぶつかった映像が残ってい

ます。これを見ると、高層ビルというのは、

事業継続の上ではあんまり得ではないよ

うな気がします。 
そして、皆さんの大阪です。地面は震度

３だったのに、咲洲庁舎の上階にいたこの

人は随分大変な思いをしました。 
 「大きな揺れを感じるというよりも、少

しずつ少しずつ気がつけばもう本当に動

かされているような感覚ですね。」 
 超高層ビルは揺れがどんどん大きくな

っていくということを、素人の方なのに見

事に表現していて、揺れが強くなるのに多
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くの時間がかかるということを見事にお

っしゃっています。 
 「このまま折れて、自分が真下に落ちて

いくのじゃないかという、すごい恐怖を覚

えたのですよね。本当にジェットコースタ

ーで、こう落ちる瞬間」 
 これはどういうことを言っているかと

いうと、高層ビルの上層階って曲がるので

地面が見えてしまい、真っ逆さまに落ちる

ような印象だったと、見事に表現している

と思われます。 
－画像３６－ 
 その後、河田先生が委員長の検討会に呼

ばれ、私も、橋下知事とお会いすることに

なりました。 
 固有周期とか、長周期地震動っていう言

葉を橋下さんが話されたのです。びっくり

しました。僕はどうしたかというと、弁護

士の橋下さん相手では、口では敵わない思

ったので、私の秘密兵器のぶるる君を持っ

て行って、戦いを挑みました。 
 「ほかの場所だったらこういう揺れで、

咲洲の場所は最悪の組み合わせ」 
 この最悪って言った瞬間の河田先生の

うれしそうな表情が忘れられません。これ

が、とりあえず庁舎移転が止まった瞬間で

す。これがよかったのかどうかはわかりま

せんが、一旦は立ちどまって考える時間が

稼げたということでは意味があったかな

と思っています。 
－画像３７－ 

共振現象を一般の方に理解してもらう

ために、最近考えた模型です。逆立ちして

見る二段振り子で、咲洲庁舎で起きたこと

が見事に再現できました。地面の揺れの周

期と建物の周期が一致すると、そのビルだ

けがよく揺れるということであるわけで

す。 
 こういう活動を続けていくと、世の中も

動き始めるような気がしています。そう思

いながら、大阪の町を見てみると、ちょっ

と高いものがあり過ぎたり、川と川に挟ま

れたところに大事なものがあり過ぎるな

という印象を持ちます。 
 またまたお国自慢です。背の高い建物が

ないのが、我が名古屋の特徴です。田舎っ

ぽさが売りの名古屋は、町のど真ん中にち

ゃんと公園があります。広い防災道路があ

ります。皆さんのところの大阪城と同じよ

うに、名古屋城の跡地にちゃんと官庁街が

あります。官庁街はいい場所にあることが

大事です。皆さんも上町台地と埋立地、ど

っちを選ぶかよくお考えください。 
 庁舎を比べてみると、都知事さんや府知

事さんが好きな高いものに比べ、実直な愛

知県庁と名古屋市役所は伝統的建築物の

まま免震レトロフィットの工事も終わっ

ています。電力会社も、高いのがお好きな

関電さん、東電さんに比べ、何と昭和レト

ロな中部電力の本社かと。このぐらい町の

特徴が違います。人口密度は、愛知だけ少

ないのです。だから、土地が安くて大きな

家で勤務先に近い家が多いので、子沢山な

のです。これは大きなポイントで、子供が

生まれていることが災害対応力の面から

は一番大事なことなのです。まだ農業も残

しているし、製造業も残していて、そして

とてもけちなのです。これって、田舎っぽ

さが残っているという意味で、田舎こそが

ひょっとしたら災害に強いところなのか

もしれないと思います。 
 結局、今日何が言いたいかというと、皆
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さん引退したら、田舎に戻りましょう。そ

うすると田舎も強くなりますということ

であります。 
 こういったことを支援するために、今、

名古屋大学におもしろい建物を造ってい

ます。 
－画像３８－ 

三角形の建物を造りました。昨日、今日

と引っ越しの真っ最中です。ちょっとユニ

ークな建物です。１階と屋上のダブル免震

で、屋上の建物を押すことができ、屋上の

この建物が大阪咲洲庁舎のように揺れま

す。この揺らす力によって、下の大きな建

物も揺らすことができます。また、建物下

の免震層にジャッキが仕込んであって、ぎ

ゅうっと引っ張って、ぱっと離すと、４階

建ての建物が自由振動で揺れます。人と防

災未来センターも素晴らしいのですけど、

時間が有れば名古屋大学にも来てくださ

い。実際に道路から免震装置が見えますし、

十分ではありませんが建築耐震関係の展

示物を揃えていますから、みんなで耐震の

ことを一緒に考えることができます。多分、

来月ぐらいには見ていただけるように教

材も準備ができると思います。 
 それから、地震の時に何が起きるかとい

うことを感覚的にわかっていただくため

に、ホームページ上に高居家の物語と筋飼

家の物語の二つの絵本を用意して置いて

あります。高層マンションの方は高居家の

物語、それから戸建住宅の方は筋飼家の物

語を一度ごらんいただければと思います。

どんなことが起きるかを物語にしてあり

ますから、それを見ながら、今後の対策に

役立てていただければと思います。 
 最後に、ケネディさんも尊敬した上杉鷹

山の言葉です。 
 「なせば成る、なさねばならぬ何事も、

なさぬは人のなさぬなりけり」 
 すごい言葉です。 
 それから、三助の教えも彼はもう２００

年も前にちゃんと指摘してくれています。

上杉鷹山の師匠が愛知県の出身の細井平

洲です。 
 「勇なるかな勇なるかな、勇にあらずし

て何をもって行わんや」 
 学思考相まつ。頭でっかちになってはだ

めで、ちゃんと考える力を持って、その上

で実践をしなさいという言葉であります。 
 細井平洲は、尾張藩の藩校である「明倫

堂」の初代督学でもあります。たまたま私

は、その明倫堂の流れの高校なので、母校

の創始者の細井平洲さんの一応自慢話を

しました。この上杉鷹山さんと細井平洲さ

んが並び立っている像が愛知県の東海市

の市役所の前にあったので、それを見てい

ただきます。南海地震を前に、耐震化をや

るしかないので、みんなでやりましょうと

いうことを皆さんにお願いして終わりた

いと思います。 
 ぜひ、皆さん、まずは個人の、自分の家

の実践から始めていただいた上で、ほかの

人におせっかいをするというようなスタ

イルがよいのではないかと思います。 
 以上です。どうも御清聴ありがとうござ

いました。（拍手） 
 
 























 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～好きやねんこの街この家！ 守ろう安全 築こう安心～ 
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